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１福岡市の概況    
① 位置、地形的特長   
福岡市は、日本の南西部にあたる九州の北部に位置しています。 
東経 130゜24′06″、北緯 33゜35′24″です。 
総面積は、約 341km2で、東西に 28ｋｍ、南北に約 32kmの延長があります。 
都市部は、背振、三郡、犬鳴といった山地に囲まれた半円状の福岡平野に形成されています。

これら山地を起源とする多々良川、御笠川、那珂川、室見川、瑞梅寺川といった中小の河川が

市内を通過し、博多湾へと流れ込んでいます。 
博多湾を形成する「海の中道」や「志賀島」は、玄海灘に面し、その先には、朝鮮半島やア

ジア大陸を臨みます。 
アジア大陸や朝鮮半島に近いことから、福岡市は古くから異文化交流の玄関口として栄えて

きました。福岡市は商業都市として発展し、現在は、日本で最も元気のある都市として知られ

ています。 
 
② 人口   
1889 年、福岡市は、約５万人の人口、世帯数９０００、面積５ｋ㎡で発足し、その後の劇
的な発展により、2007年４月現在、人口は 1,414,747人、世帯数 664,883となっております。 

 
③ 気候   
年間の平均気温は 17.2度（2006年）です。年間降水量は、大体 1,600mmで、雪はほとん
ど降りません。 
季節風の影響により、雨季（梅雨）と台風の季節があり、このため、気候の変化は比較的大

きいです。 
 
④ 降水量 
このグラフは 1 人あたりの年
間降水量を示しています。世界の

平均が 17,000㎥/人/年程度、アメ
リカは 23,000 ㎥/人/年程度とな
っています。日本は、5,000 ㎥/
人/年程度でありますが、福岡市
は約 400㎥/人/年しかありません。
人口密度が高いことが原因とし

て挙げられます。実際の降水量に

比べて、利用できる水は十分では

ないのです。 
                
出典『平成１９年度版日本の水資源』国土交通省刊 

福岡市は400㎥ 

1人あたりの年間降水量 



 

2 

２ 福岡市の水源 
福岡市は、以下の３つの水源からおおまかに等量ずつの水を取（受）水しています。 

福岡地区水
道企業団受

水
34.7%

近郊河川
29.1%

８つのダム
36.2%

 
 
① 福岡地区水道企業団からの受水  
福岡地区水道企業団は、９市９町に上水を供給しています。 
企業団の主たる水源は、福岡都市圏から約２５ｋｍ離れた福岡県南部を流れる筑後川です。 
筑後川は九州で最も大きな河川であり、国の機関によって管理されています。 
この川から取水された水は、企業団のメインの浄水場である牛頸浄水場へと、独立行政法

人水資源機構によって導水されます。 
福岡市は、牛頸浄水場で浄水された筑後川の水を 1983年から受水しています。 

 
② 海の中道奈多海水淡水化センター 
企業団の２番目の水源は、福岡市内にある海水から真水を製造する海の中道奈多海水淡水

化センターです。 
総事業費は、約４０８億円。2005 年に運転が開始されました。施設処理能力は、日量最
大５万㎥で日本でも最大規模の海水淡水化施設です。そのうち福岡市は１日 16,400 ㎥を受
水しています。 
 

一日の取水量は約 400,000 m3 

海の中道奈多海水淡水化センター 

水源別取水割合 
2002～2006の平均 
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②８つのダム  
福岡市は、水源として利用する４つの近郊河川

（多々良川、那珂川、室見川、瑞梅寺川）を有し

ていますが、この流域面積は合計でも２２０ｋｍ2

程度しかありません。 
福岡市が取水している８つのダムのうち、７つ

のダムが、この４つの近郊河川に建設されており、

そのうち４つのダム（曲渕・脊振・久原・長谷）

が水道専用ダムです。もう一つは、筑後川流域に

建設された江川ダムです。筑後川の流域面積は、

２,８６０ｋｍ2で、江川ダムの集水面積は、約３０ｋｍ2です。 
また、８つのダムの有効貯水容量の合計は、約４，９８２万ｍ３です。 

 
③福岡市の近郊河川  
４つの近郊河川は、小さいとはいえ、本市にと

って貴重な水源です。このため、本市では、毎日

のダムの貯水状況や河川状況に応じて効率的な取

水を行っています。 
川をきれいにし、環境を守ることは、私たちの

未来へ向けての重要な課題です。 
 
 
３安全良質な水を    
＜じゃ口から水を飲む文化を守るために＞ 
福岡市は「どこであってもじゃ口の水を直接飲むことができる」水道文化を守るために，厳

しい水質管理に取り組んでいます。 
 
① 安全で良質な水道水を 
 福岡市では水質検査の適正化や透明性を確保し，「安全で安心して飲める水」をお届けする

ため，「水質検査計画」を策定して検査を実施しています。 
 水質検査計画は，水質検査の項目，地点，頻度などを示したもの、毎年の策定とその内容の

公表が義務付けられています。福岡市ではお客さまからの意見を反映して計画を策定し，ホー

ムページなどで公開しています。 
 
② 水質検査の実施 
○ 法令で検査が義務付けられている項目 
  人の健康に影響を及ぼす恐れがある項目や洗濯など生活利用上障がいとなる項目につい

て，水源から給水栓に至るまで厳しく検査しています。 
 

室見川 

曲渕ダム 
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○ 水質管理上必要と判断した項目 
 安全でおいしい，より質の高い水道水を目指すため，また将来にわたって水道水の安全性

を確保するために定められた項目についても、水源から給水栓に至るまで，国よりも厳しい

基準を設けた項目を含め，定期的に検査しています。 
なお，農薬については，河川流域を調査し，使用されている農薬について検査しています。  

 
○ 緊急時の検査 
  災害，水源汚染事故等の緊急時に現場で水の安全性を迅速に確認するため，さまざまな機

器を搭載した水質試験車を配備しています。 
 
③ 検査結果の公表 
水質基準項目の水質検査結果については，ホームページで公表しています。 
 
 
４ 節水型都市づくり  
＜１９７８年の大渇水＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これらの写真は、1978年、福岡市を襲った大渇水の状況です。 
この時は、通常年の７０％程度の降水量しかなく、加えて、その時点で、十分なダム貯水量

がありませんでした。このため、我々は２８７日間にもわたる給水制限を余儀なくされました。

１００万人を超える大都市において、このような長期にわたる大渇水は、日本で初めてのこと

でした。この大渇水は、福岡市を深刻な水源不足に悩む都市として、一躍有名にしました。 
この大渇水を教訓として、福岡市は「節水型都市づくり」に取り組みました。 
 
＜「節水型都市づくり」に取り組み＞ 
① 節水推進条例 
1978 年の大渇水の経験から「福岡市節水型水利用に対する措置要綱」を制定し、節水型都
市づくりに努めてきましたが、近年の不安定な降雨状況や増加傾向にある人口を考えると、さ

らに、「節水型都市づくり」をすすめていく必要があるため、2003年に「節水推進条例」を制
定しました。 
この条例は、新築の床面積 5,000㎡（市の中心部などでは 3,000㎡）以上の大型建築物に対

当時の南畑ダム 給水車から水を受け取る市民たち 
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する、雨水や再生水を利用した“雑用水道の設置”の義務付けや、市民の皆さんの“水を大切

に使う”節水への協力を得ながら、水の安定的供給を図り、環境にやさしく渇水に強い都市づ

くりを目指した日本で初めての節水に関する条例です。 
 
② 雑用水道 
雨水や下水を浄化し、水洗トイレなどに再利用する雑用水道の普及を図っています。 
雑用水道には、建物内の排水を処理し再利用する「個別循環型」、再生処理施設から供給さ

れている再生水を利用する「広域循環型」、雨水などを処理した水を利用する「非循環型」が

あります。 
 
③ 配水コントロールセンター  
１９７８年の異常渇水を教訓と

して、本市は「節水型都市づくり」

を目指し、「浄水場相互間の流量調

整」と「市内配水管の水圧調整」

を目的として、1981年に水管理セ
ンターを設立しました。流量計や

水圧計の常時監視と電動弁による

遠隔操作により、スムーズな流用

調整と細やかな水圧調整が可能と

なり、水の有効利用に大きく寄与

しています。 
 
 
 
 
④ 漏水調査 

埋設された水道管は目に見えない部分で漏水を生

じています。貴重な水を無駄なく有効に利用するため、

本市では、１９５６年から本格的な漏水調査に着手し

ています。現在は、過去の漏水調査データ等を分析す

ることによって「危険度評価」を行い、調査区域及び

循環年数を設定し、漏水調査を実施しています。 
 
 

 
 夜間の漏水調査の様子 

福岡市に設置されているのは、 
流量計 80 水圧計 122 電気バルブ 172 

    2007年４月現在 
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導水管
128km

送水管
12km

　管路総延長
　3,918km

配水管　３,７７８km

⑤ 配水管の更新 
福岡市の管路総延長は，2007年に 3,918kmとなっています。このうち配水管は 3,778ｋｍ
で管路全体の 96％を占めています。 
古くなった配水管は，濁り水の原因となり，漏水事故の発生率も高まるため，概ね 40年を
目安に更新しています。近年の年間更新延長は，約 20km程度です。 
配水管の更新に使用する管は，施工性がよく強靱性に富むダクタイル鋳鉄管を主に使用して

います。 
また，優れた防食性と耐久性がある軟質ポリエチレン製チューブを管に装着し，管路の長寿

命化を図っています。 
本市では 2005年から配水管路の耐震化に取り組んでおり，耐震化区域では耐震継手を使用
しています。今後は、病院や避難所への配水ルートの耐震化を優先的に行うこととしています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鋳鉄管他
200km

管路総延長
3,918km

ダクタイル鋳鉄管
　3,647km

鋼　管
71km

管路内訳 

管種内訳 
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⑥ 市民への広報  
1978年の大渇水の経験を風化させないために、翌年に 6月 1日
を「節水の日」と、水の循環をイメージした「節水シンボルマー

ク」(右図)を制定しました。 
毎年 6月から 8月までの夏の水を多く使う期間に「水をたいせ
つにキャンペーン」を展開するほか、広報紙の全世帯配布、小学

生向けの資料の発行、水道施設見学会など年間を通した広報活動によって、“限りある水をた

いせつに使う”節水意識の継続を図っています。 
その結果、福岡市民の節水意識は非常に高く、2007年に行った市民意識調査によると、「節
水に心がけている」市民は、82.6％にものぼります。 

 
 
＜節水型都市づくり」の取り組みの成果＞ 
1978 年以降の「水の安定供給」のためのさまざまな取り組みの結果、1994 年は、1978 年
を下回る降水量だったにもかかわらず、給水制限の延べ時間は約 4割減少し、給水車の出動も
ありませんでした。さらに、福岡管区気象台の観測史上 3番目に少ない降水量であった 2005
年においては、給水制限に至ることもありませんでした。 

 
 
＜渇水時の状況比較表＞ 

渇水年 １９７８年 １９９４年 ２００５年 
年降水量 1,138mm（歴代５位） 891mm（歴代１位） 1,020mm（歴代３位） 
給水人口 1,028千人 1,250千人 1,388千人 
下水道普及率 ３７．３％ ９６．３％ ９９．４％ 
最大給水能力 478,000㎥／日 704,800㎥／日 764,500㎥／日 

給水制限延べ時間 4,054時間 2,452時間 0時間 
1日平均給水制限時間 14時間 8時間 0時間 
弁操作動員人数 32,434人 14,157人 0人 
給水車出動台数 13,433台 0台 0台 
苦情・問い合わせ 47,902件 9,515件 0件 
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５ 財 政  
福岡市水道局は、地方公営企業です。事業運営に必要な費用は、原則として水道料金をもっ

て当てなければならないと法律で定められています。このことを「独立採算制」といいます。 
このため、水道局は、税金で運営される一般的な道路の拡幅や維持管理等とは、基本的に異

なる事業運営を行っています。 
 
企業会計は、「収益的収支」と「資本的収支」から構成されます。 
収益的収入とは、一事業年度の経常的な営業活動に伴い発生するすべての収入のことで、収

益的支出とは、収益的収入に対応する全ての支出のことです。 
資本的支出とは、一事業が複数年度にわたって使用する資産の取得等のための支出のことで、

資本的収入とは、資本的支出の財源となる収入のことです。 
下のグラフ１は、２００７年度の予算内容を示しています。表-１には、主要事業を示して
います。 
[円グラフ和訳] 

社債 10.2

政府補助金 1.2

一般会計投資 2.3その他 1.2

減価償却費 9.3

利払 4.9取水費 7.3

設備費 9.5

労務費 3.4

水道料金 32.2

その他 2.8

収入 350億円

支出 350億円

営業収支

その他 0.9

債券発行費用

12.5
施設設備費 12.7

資本収支

収入 150億円

支出 261億円

不足 9億円

収益 6億円

102億円を補充する財源・資金源

内部保留金等
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表－１ 主要事業 

 
６ 料 金  
水道料金は、定額の基本料金と、使用した水量ごとの従量料金からなっています。基本料金

は、口径が大きくなるほど高く、従量料金は、用途区分により、家庭で使用する場合は、事業

所などで使用するのと比べて安くなっています。また、水が限られた資源であることから使用

水量が多くなるほど１㎥あたりの単価を高くしており、節水をうながす料金体系になっていま

す。 
家事用の従量料金    １戸２ヵ月の場合 （税抜き） 

区分 メーター口径(mm) 使 用 水 量

(㎥) 

料金(１㎥につき) 

２５以下 １～２０ １７円 
４０以上 １～２０ １２０円 

第１段階 

２1～４０ １５５円 
第２段階 ４１～６０ ２４３円 
第３段階 ６１～１００ ２８４円 
第４段階 １０１～２００ ３３５円 
第５段階 ２０１以上 ３８７円 

 

区分 事業名 事業年度 内容 2007予算額 
水資源開発の

推進 
五ヶ山ダム建

設事業 
1988～ 
2017 

那珂川上流に五ヶ山ダム(県施工)を築造
し、渇水時の安定供給を図る。 

（千円） 
4,062,874 

漏水防止事業 2005～ 
2008 

浄水場から配水した水の有効利用を図る

ため、漏水の早期発見及び防止に努め、配

水調整等の効果とあわせ有効率の向上に

努める。 695,770 
水道広報  水道事業に対する理解を深め、水を大切に

する都市づくりを推進するため、水道事業

に関する広報・広聴活動を行う。 34,310 

水の有効利用

の推進 

配水調整シス

テム整備事業 
2005～ 
2008 

安定給水と水の有効利用を図るため、配水

調整システムの機器整備を行う。 185,888 
均衡給水の推

進 
配水管整備事

業 
2005～ 
2008 

均衡給水を図るため、配水管網の整備を行

う。 6,113,319 
水源・浄水場整

備事業 
2005～ 
2008 

水源かん養と水質保全を図るため、水源用

地を確保するとともに浄水場施設等の整

備を行う。 1,068,464 

水源・浄水場整

備の推進 

浄水場再編事

業 
2001～ 
2015 

老朽化した浄水場の更新及び効率的な水

運用管理や異常時のライフライン機能の

強化を図るため、道・送水管付設工事等を

行う。 897,340 
水道水源かん養事業  将来にわたって良質で安定した水を確保

するため、福岡市水道水源かん養事業基金

を活用し、水源林のかん養機能の向上、水

源地域との連携強化を図る。 
81,000 



江川ダム
山口調整池

筑後大堰

小石原川ダム

寺内ダム

夜明ダム

合所ダム

大山ダム

松原ダム

下筌ダム

牛頸浄水場

筑
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川

有 明 海

福

岡

導

水

 利水容量 6,700千m3

 利水容量 790千m3

 利水容量 11,000千m3

 利水容量 52,300千m3

 利水容量 47,100千m3

水資源機構
福岡導水揚水機場

筑後川水系
ダム群連携事業

久原ダム

長谷ダム

江川ダム

寺内ダム

南畑ダム

脊振ダム

曲渕ダム
瑞梅寺ダム

乙金浄水場

牛頸浄水

夫婦石浄水場
瑞梅寺浄水場

多々良
取水場

多々良浄水場

下原
配水池

室見取水場

南畑取水場

曰佐江取水場

高宮浄水場

小石原川ダム

鳴淵ダム

猪野ダム

五ヶ山ダム

(福岡地区水道企業団)

番托･塩原
取水場

利水容量  1,460千m
3

利水容量 　　16,300千m
3

渇水対策容量 18,700千m
3

利水容量 9,000千m
3

利水容量 24,000千m
3

利水容量 5,120千m
3

利水容量 3,979千m
3

利水容量 　　15,100千m
3

渇水対策容量 16,600千m
3

利水容量 2,368千m
3

利水容量 1,220千m
3

利水容量  3,650千m
3

利水容量  4,850千m
3

利水容量  2,300千m3

山口調整池

利水容量  3,900千m
3

甘水取水場

山田
揚水場

福岡市の水源と水道施設概要

那

珂

瑞

梅

川

寺

室

見

川

多
々
良
川

至 筑 後 川

至 筑 後 川 至 筑 後 川

寺

内

水

導

路

博 多 湾

福

岡

導

水

川

ダム(福岡市が利水容量を有するダム)

ダム(福岡市が利水容量を有しないダム)

ダム(計画中及び建設中のダム)

取水場

浄水場(福岡市)

浄水場(福岡地区水道企業団）

凡　　　　例

(女男石頭首工)

原

川

石

小

川田
佐

平成19年７月

海の中道奈多
海水淡水化センター

(福岡地区水道企業団) （福岡県）

（水資源機構）

（福岡県）

（福岡市）

（福岡市）

（福岡市）

（福岡市）

（福岡県）

（福岡県）

（福岡県）

（水資源機構）

（水資源機構）

（水資源機構）

筑 後 川 流 域 概 要

※鳴淵ダム，寺内ダム，合所ダムについては，

福岡地区水道企業団からの受水あり。

H18 H30
表流水
久原ダム
長谷ダム
猪野ダム

計 100,000 〃
表流水 176,000 〃
南畑ダム 85,000 〃
脊振ダム 65,000 〃

計 326,000 〃
表流水 18,000 〃
曲渕ダム 46,000 〃

計 64,000 〃
瑞梅寺川 瑞梅寺ダム 15,000 〃
筑後川 江川ダム 93,500 〃

江川ダム
寺内ダム 166,000 182,400
合所ダム (五ヶ山,大山)

筑後大堰 うち筑後川 うち筑後川

多々良川 鳴淵ダム 139,800 153,000
海水淡水化 －

764,500 780,900
233,300 246,500
31% 32%

同左

施設能力（m3/日）

100,000

水系 水源

福岡市
（自己水源）

多々良川

那珂川

室見川

筑後川

うち筑後川　計
全体に占める割合

合　　計

福岡地区
水道企業団
（受水）



福岡市水道統計 別紙３

年度 昭和52 53 54 平成5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

総人口（人） 1,037,239 1,052,679 1,069,655 1,265,239 1,271,336 1,280,545 1,294,421 1,308,134 1,319,214 1,329,116 1,340,306 1,353,866 1,367,233 1,380,205 1,389,966 1,401,870 1,414,747 1,429,909 1,440,809

給水人口（人） 985,000 1,028,000 1,049,000 1,245,000 1,250,000 1,259,500 1,273,400 1,289,400 1,301,500 1,312,200 1,323,700 1,338,000 1,351,900 1,365,400 1,375,600 1,388,400 1,402,200 1,417,600 1,429,300

給水戸数（戸） 336,136 350,788 366,488 581,814 594,596 607,313 623,137 636,803 650,925 662,396 674,813 688,836 702,578 714,553 724,966 739,519 752,696 765,799 775,301

給水区域内人口（人） 1,025,000 1,044,000 1,062,000 1,261,000 1,267,000 1,276,500 1,290,400 1,034,700 1,315,800 1,325,800 1,336,800 1,350,700 1,364,100 1,377,200 1,386,600 1,398,500 1,411,300 1,426,600 1,437,500

給水区域内世帯数（世帯） 345,000 355,000 365,000 523,800 531,800 542,500 555,300 567,800 578,500 588,900 599,400 609,900 620,600 631,300 639,800 651,500 663,600 676,500 687,100

給水普及率（％） 96.1 98.5 98.8 98.7 98.7 98.7 98.7 98.8 98.9 99.0 99.0 99.1 99.1 99.1 99.2 99.3 99.4 99.4 99.4

水道普及率（％） 95.0 97.7 98.1 98.4 98.3 98.4 98.4 98.6 98.7 98.7 98.8 98.8 98.9 98.9 99.0 99.0 99.1 99.1 99.2

年間給水量（㎥） 130,331,280 104,023,460 122,696,990 150,065,500 134,942,000 139,745,300 145,526,000 143,957,100 144,951,800 144,925,800 145,134,800 146,207,500 144,327,800 145,944,900 146,771,600 148,316,700 147,216,200 147,501,500 145,162,100

一日最大給水量（㎥） 443,050 371,500 408,900 491,200 481,200 444,100 464,400 459,100 453,300 441,500 442,900 457,700 445,300 440,900 450,200 440,000 451,300 437,000 448,100

一日平均給水量（㎥） 357,072 284,996 335,238 411,138 369,704 381,818 398,701 394,403 397,128 395,972 397,630 400,568 395,419 398,757 402,114 406,347 403,332 403,010 397,704

一人一日平均給水量（ℓ） 363 277 320 330 296 303 313 306 305 302 300 299 292 292 292 293 288 284 278

家庭用一人一日平均使用水量（ℓ） 172 150 161 203 192 193 200 200 203 200 202 202 200 199 201 201 201 201 199

年間有効水量（㎥） 111,442,548 92,833,785 104,279,583 139,175,044 129,857,914 131,498,166 138,176,029 138,910,560 140,755,907 140,135,222 141,973,453 141,322,599 141,277,957 141,353,975 142,288,505 142,709,998 143,025,584 143,930,538 141,633,754

有効率（％） 85.5 89.2 85.0 92.7 96.2 94.1 94.9 96.5 97.1 96.7 97.8 97.3 97.9 96.9 96.9 96.2 97.2 97.6 97.6

節水じゃ口（節水コマ入りなど）普及率
推定値（％）

4.7 79.8 81.2 92.5 93.0 93.6 94.1 94.6 94.9 95.0 95.1 95.3 95.4 95.4 95.5 95.6 95.7 95.8 95.8

節水型便器普及状況（個） - 658 10,876 380,018 407,580 436,565 464,132 490,483 517,187 542,846 569,012 591,706 613,785 636,124 659,056 686,806 714,221 744,250 768,157

雑用水道施設設置数（累計） - - 1 294 319 344 384 398 422 448 468 488 504 530 562 587 597 619 639

市民の節水意識（％） - 97.4 77.4 66.8 68.5 90.2 72.9 72.1 未調査 73.8 72.6 63.6 85.2 94.1 90 92.9 91.1(82.6) 87.4 未調査

年間降水量（㎜） 1,353.5 1,138.0 1,742.5 2,049.5 891.0 1,593.0 1,275.5 2,083.0 1,865.5 1,661.5 1,344.0 1,942.5 1,371.5 1,600.5 1,741.5 1,020.0 2,018.0 1,195.0 1,780.5

下水道普及率（％） 36.1 37.3 40.1 94.7 96.3 97.3 97.9 98.3 98.5 98.6 98.8 98.9 99.1 99.2 99.3 99.4 99.4 99.5 99.5

施設能力（㎥/日） 478,000 478,000 498,000 704,800 704,800 704,800 704,800 704,800 704,800 704,800 704,800 738,300 748,100 748,100 748,100 764,500 764,500 764,500 764,500

水道料金改定（％） 50.36%増 15.93%増 15.31%増

家事用１３㎜１戸１ヶ月基本料金（円） 280 280 280 772 772 772 772 892 892 892 892 892 892 892 892 892 892 892 892

給水制限日数

水道局の出来事 52.5
瑞梅寺ダム完
成

53.3
瑞梅寺浄水場
完成

53.8
節水普及課新
設

54.2「福岡市

節水型水利用
等に関する措
置要網」

54.4
「節水の日」、
「節水シンボ
ルマーク」決
定

5.10
長谷ダム供用
開始

10.2
水質試験所新
築移転

12.4
　「福岡市水
道給水条例」
を施行

13.8
猪野ダム供用
開始

14.7
鳴淵ダム供用
開始

15.12水道局
お客さまセン
ター開設

15.12「福岡市

節水推進条
例」施行

17.5多々良浄
水場高度浄水
処理開始

17.6海の中道

奈多海水淡水
化センター受
水開始

※給水人口は推計人口をもとに算出しているため、国勢調査ごとに遡及修正する。（１７年度まで修正） ※雑用水道施設設置数は地区型雑用水道を含まない。 ※年間降水量：福岡管区気象台（１月～１２月）
※市民の節水意識は市政アンケートによる。ただし、（　　）内は水に関する意識調査による（水道局実施）。
1) 給水普及率は、給水人口を給水区域内人口で除したもの 5) 有効水量は、給水量のうち実際に使われた水量で、漏水量などは含まない
2) 水道普及率は、給水人口を総人口で除したもの 6)有効率は、年間有効水量を年間給水量で除したもの
3) 一日平均給水量は、年間給水量を当該年間日数で除したもの 7)下水道普及率は、処理区域内人口を総人口で除したもの
4) 一人一日平均給水量は、一日平均給水量を給水人口で除したもの

287日（5/20～3/24） 295日（8/4～5/31）
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